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吸収分割に係る事前開示事項（変更） 

 

 

2025 年 7月 15 日 

各位 

岩手県盛岡市中央通一丁目 2番 3号 

株式会社 岩手銀行 

代表取締役頭取 岩山 徹 

 

 当行（以下「分割会社」といいます。）は、2025 年 3月 24 日付で大和証券株式会社（以

下「承継会社」といいます。）との間で、分割会社の公共債、投資信託の窓販業務に係る

事業に関して、分割会社に開設された顧客口座に係る権利義務を、効力発生日を 2026 年 5

月 7 日として、承継会社に承継させる吸収分割（以下「本件分割」といいます。）を行う

旨の吸収分割契約を締結しました。 

 本件分割を行うに際して、2025 年 4月 7日から本件分割に係る事前開示書面（以下「本

事前備置書類」といいます。）を備置しておりますが、分割会社の 2025 年 5月 13 日付の

取締役会の決議により、分割会社の 2025 年 3 月期（2024 年 4 月 1 日～2025 年 3月 31

日）に係る計算書類等の内容が承認され、分割会社の最終事業年度が 2025 年 3 月期とな

ったこと、及び承継会社の 2025 年 5 月 13 日付の取締役会の決議により、承継会社の 2025

年 3 月期（2024 年 4 月 1日～2025 年 3月 31 日）に係る計算書類等の内容が承認され、承

継会社の最終事業年度が 2025 年 3月期となったことに伴い、本事前備置書類の内容に変

更が生じましたので、会社法第 782 条第 1項及び会社法施行規則第 183 条第 7号に基づ

き、下記のとおり変更後の事項を記載した書類を本事前備置書類と一体のものとして追加

して備え置くことと致します。下記書類における用語は、別段の定めがない限り、本事前

備置書類において定義した各用語と同一の意義を有するものとします。なお、下記の項目

番号は、本事前備置書類の項目番号と対応しており、変更箇所は下線で示しております。 

 

【変更後】 

5．承継会社に関する事項（会社法施行規則第 183 条第 4号） 

(1) 最終事業年度に係る計算書類等 

承継会社の最終事業年度（2024 年 4月 1日～2025 年 3月 31 日）に係る計算書類等は

別添 2のとおりです。 

(2) 最終事業年度の末日後の日を臨時決算日とする臨時計算書類等 

 承継会社の最終事業年度（2024 年 4 月 1 日～2025 年 3月 31 日）の末日後の日を臨時

決算日とする臨時計算書類等はありません。 



 

(3) 最終事業年度の末日後に生じた重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会社財産

の状況に重要な影響を与える事象 

承継会社において、2025 年 4月 1 日以後、重要な財産の処分、重大な債務の負担その

他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象は生じておりません。 

 

6．分割会社に関する事項（会社法施行規則第 183 条第 5号） 

（分割会社の最終事業年度の末日後に生じた重要な財産の処分、重大な債務の負担その

他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象） 

 分割会社において、2025 年 4 月 1 日以後、重要な財産の処分、重大な債務の負担その

他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象は生じておりません。 

 

7．本件分割が効力を生ずる日以後における債務の履行の見込みに関する事項（会社法施行

規則第 183 条第 6号） 

(1) 分割会社の債務の履行の見込みに関する事項 

分割会社の最終事業年度の末日である2025年 3月 31日現在の貸借対照表における資

産の額は 3,797,059 百万円、負債の額は 3,619,950 百万円、純資産の額は 177,109 百万

円であり、その後、これらの額に重大な変動は生じておりません。 

また、本効力発生日までに分割会社の資産及び負債の状態に重大な変動を生じる事態

は現在のところ予測されておりません。 

なお、本件分割により、分割会社が承継会社へ承継させる資産及び負債の額は 0円と

なる見込みです。 

以上により、本件分割後における分割会社の資産の額は、負債の額を十分に上回る見

込みです。また、上記 2のとおり、本提携による承継会社との間の収益配分や本件分割

によるコスト削減等も考慮すると、本件分割後における分割会社の収益状況について、

債務の履行に支障をきたすような事態は、現在のところ予測されておりません。従いま

して、本効力発生日以降も分割会社の債務の履行に支障はないと見込んでおります。 

(2) 承継会社の債務の履行の見込みに関する事項 

承継会社の最終事業年度の末日である2025年 3月 31日現在の貸借対照表における資

産の額は 18,977,056 百万円、負債の額は 18,391,933 百万円、純資産の額は 585,123 百

万円であり、その後、これらの額に重大な変動は生じておりません。 

また、本効力発生日までに承継会社の資産及び負債の状態に重大な変動を生じる事態

は現在のところ予測されておりません。 

なお、本件分割により、承継会社が分割会社から承継する資産及び負債の額は 0円と

なる見込みです。 

以上により、本件分割後における承継会社の資産の額は、負債の額を十分に上回る見

込みです。また、本件分割後における承継会社の収益状況について、債務の履行に支障



 

をきたすような事態は、現在のところ予測されておりません。従いまして、本効力発生

日以降も承継会社の債務の履行に支障はないと見込んでおります。 

 

以上 



〔 2024年４月１日から

2025年３月31日まで 〕

2024年度　計算書類

（会社法第435条第２項の規定に基づく書類）

貸借対照表

損益計算書

株主資本等変動計算書

個別注記表

大和証券株式会社

【別添2】



Ⅰ　貸借対照表

（2025年３月31日現在）

（単位：百万円）

科目 金額 科目 金額

（資産の部） （負債の部）

流動資産 18,772,418 流動負債 17,010,355

現金・預金 1,170,831 トレーディング商品 5,536,514

預託金 530,640 商品有価証券等 2,906,515

トレーディング商品 5,880,459 　デリバティブ取引 2,629,998

商品有価証券等 3,093,971 信用取引負債 39,675

デリバティブ取引 2,786,487 信用取引借入金 2,290

約定見返勘定 242,798 信用取引貸証券受入金 37,384

信用取引資産 152,653 有価証券担保借入金 8,589,258

信用取引貸付金 148,475 有価証券貸借取引受入金 824,040

信用取引借証券担保金 4,178 現先取引借入金 7,765,217

有価証券担保貸付金 9,715,992 預り金 465,399

借入有価証券担保金 5,696,828 受入保証金 435,741

現先取引貸付金 4,019,164 短期借入金 1,301,780

立替金 50,467 コマーシャル・ペーパー 322,500

短期差入保証金 476,212 １年内償還予定の社債 234,951

短期貸付金 480,798 未払金 17,711

未収収益 59,344 未払費用 22,585

その他 12,259 未払法人税等 15,976

貸倒引当金 △41 賞与引当金 20,233

固定資産 204,638 その他 8,028

有形固定資産 50,078 固定負債 1,375,353

建物 27,231 社債 468,090

器具備品 6,124 長期借入金 861,260

土地 16,664 退職給付引当金 31,858

その他 57 訴訟損失引当金 413

無形固定資産 84,830 その他 13,730

ソフトウェア 45,809 特別法上の準備金 6,224

その他 39,020 金融商品取引責任準備金 6,224

投資その他の資産 69,729 負債合計 18,391,933

投資有価証券 4,491 （純資産の部）

関係会社株式 1,110 株主資本 583,662

長期貸付金 34,874 資本金 100,000

長期差入保証金 14,061 資本剰余金 52,358

繰延税金資産 10,582 資本準備金 50,010

その他 6,271 その他資本剰余金 2,348

貸倒引当金 △1,662 利益剰余金 431,303

利益準備金 2,430

その他利益剰余金 428,873

繰越利益剰余金 428,873

評価・換算差額等 1,461

その他有価証券評価差額金 1,461

純資産合計 585,123

資産合計 18,977,056 負債及び純資産合計 18,977,056
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Ⅱ　損益計算書

（自　2024年４月１日
至　2025年３月31日）

（単位：百万円）

科目 金額

営業収益 470,858

受入手数料 277,102

トレーディング損益 88,410

金融収益 105,346

金融費用 97,000

純営業収益 373,858

販売費・一般管理費 271,248

営業利益 102,610

営業外収益 8,470

営業外費用 5,447

経常利益 105,633

特別利益 125

投資有価証券売却益 125

特別損失 2,161

固定資産除売却損 63

減損損失 584

金融商品取引責任準備金繰入れ 623

構造改革関連費用 890

税引前当期純利益 103,597

法人税、住民税及び事業税 29,203

法人税等調整額 △731

当期純利益 75,124
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Ⅲ　株主資本等変動計算書

（自　2024年４月１日
至　2025年３月31日）

項目

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

資本準備金
その他

資本剰余金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他
利益剰余金

利益剰余金
合計

繰越利益
剰余金

2024年４月１日残高 100,000 50,010 2,348 52,358 2,430 410,935 413,365 565,723

事業年度中の変動額

剰余金の配当 － － － － － △57,186 △57,186 △57,186

当期純利益 － － － － － 75,124 75,124 75,124

株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額
（純額）

－ － － － － － － －

事業年度中の変動額合計 － － － － － 17,938 17,938 17,938

2025年３月31日残高 100,000 50,010 2,348 52,358 2,430 428,873 431,303 583,662

項目

評価・換算差額等

純資産合計その他
有価証券

評価差額金

評価・換算
差額等合計

2024年４月１日残高 2,219 2,219 567,943

事業年度中の変動額

剰余金の配当 － － △57,186

当期純利益 － － 75,124

株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額
（純額）

△758 △758 △758

事業年度中の変動額合計 △758 △758 17,180

2025年３月31日残高 1,461 1,461 585,123

（単位：百万円）
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Ⅳ　個別注記表

　当社の計算書類は、「会社計算規則」（平成18年法務省令第13号）並びに同規則第118条の規定に基づき、当社の貸借

対照表及び損益計算書に適用される「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19年内閣府令第52号）及び「有価証券

関連業経理の統一に関する規則」（昭和49年11月14日付日本証券業協会自主規制規則）に準拠して作成しております。

　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1）資産の評価基準及び評価方法

①　トレーディング商品に属する有価証券等の評価基準及び評価方法

　トレーディング商品に属する有価証券及びデリバティブ取引等については、時価法で計上しております。

　なお、デリバティブ取引については、特定の市場リスク及び特定の信用リスクの評価に関して、金融資産及び金

融負債を相殺した後の正味の資産又は負債を基礎として、当該金融資産及び金融負債のグループを単位とした時価

を算定しております。

②　トレーディング商品に属さない有価証券等の評価基準及び評価方法

ア　子会社株式及び関連会社株式

　移動平均法による原価法によっております。

イ　満期保有目的の債券

　償却原価法によっております。

ウ　その他有価証券

　時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）で計上しておりま

す。ただし、市場価格のない株式等（非上場株式等）及び組合出資金等については、主として移動平均法による

原価法で計上しております。

　なお、投資事業有限責任組合等への出資については、当該組合等の財務諸表に基づいて、組合等の純資産を出

資持分割合に応じて、投資有価証券として計上しております（組合等の保有する有価証券の評価差額について

は、その持分相当額を全部純資産直入法により処理しております）。

(2）固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産

　定額法によっております。なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっておりま

す。

②　無形固定資産、投資その他の資産

　定額法によっております。なお、耐用年数については、主として法人税法に規定する方法と同一の基準によって

おります。ただし、ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

によっております。
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(3）引当金の計上基準

①　貸倒引当金

　貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権及び破産更生債権等に

ついては財務内容評価法により計上しております。

②　賞与引当金

　役員及び従業員に対する賞与の支払いに備えるため、当社所定の計算基準による支払見積額の当期負担分を計上

しております。

③　退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、社内規程に基づく当期末における要支給額を計上しております。これは、当社

の退職金は将来の昇給等による給付額の変動がなく、貢献度、能力及び実績等に応じて、事業年度ごとに各人別に

勤務費用が確定するためであります。

④　訴訟損失引当金

　証券取引に関する損害賠償請求訴訟等について、今後の損害賠償金の支払いに備えるため、経過状況等に基づく

当期末における支払見積額を計上しております。

(4）収益及び費用の計上基準

　約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金

額で収益を認識しております。当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内

容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は、「Ⅳ　個別注記表　10．収益認識に

関する注記」に記載のとおりであります。

(5）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

①　繰延資産の処理方法

　社債発行費は、全額支出時の費用として処理しております。

②　グループ通算制度の適用

　当社は、株式会社大和証券グループ本社を通算親会社とするグループ通算制度を適用しております。
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２．会計方針の変更に関する注記

（法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正会計

基準」という。）等を当事業年度の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（評価・換算差額等に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３項た

だし書きに定める経過的な取扱いに従っております。

　なお、当該会計方針の変更による計算書類に与える影響はありません。

３．会計上の見積りに関する注記

　会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事業年度に係る計算書類に重

要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。

（トレーディング商品に属するレベル３のデリバティブ取引に係る評価）

(1）当事業年度に係る計算書類に計上した額

　トレーディング商品に属するデリバティブ取引のうち、レベル３に区分されている資産は220億円、負債は199億

円であり、市場で観察できないインプットを使用して時価を算定していることから見積りの不確実性があります。

(2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

　トレーディング商品に属するデリバティブ取引の時価は、リスク中立測度下での期待キャッシュ・フロー・ディ

スカウント・モデルにより算定しております。

　この時価算定の会計上の見積りにおける主要な仮定は価格算定モデルに用いるインプットであります。価格算定

モデルには、金利、為替レート、株価、ボラティリティ、相関係数などの様々なインプットを使用しており、特

に、レベル３のデリバティブ取引の時価の算定には、長期のスワップ・レート、長期の通貨ベーシス、長期の株価

ボラティリティ、長期のクレジット・スプレッド及び相関係数といった市場で観察できないインプットを使用して

おります。

　これらの内容は、「８．金融商品に関する注記（注）１　時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るイ

ンプットの説明」に記載しております。

　市場環境の変化等による主要な仮定の変化が、トレーディング商品の評価額に重要な影響を及ぼす可能性があり

ます。重要な観察できないインプットを変化させた場合の時価に対する影響については、「８．金融商品に関する

注記（注）２　時価で貸借対照表に計上している金融商品のうちレベル３の時価に関する情報」に記載しておりま

す。
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トレーディング商品 607,534百万円

短期借入金 261,900百万円

①　差入有価証券 9,060,524百万円

（内訳）消費貸借契約により貸し付けた有価証券 827,393百万円

現先取引で売り付けた有価証券 7,700,330百万円

その他 532,799百万円

②　受入有価証券 9,810,204百万円

（内訳）消費貸借契約により借り入れた有価証券 5,682,630百万円

現先取引で買い付けた有価証券 3,916,512百万円

その他 211,061百万円

被保証者 被保証債務の内容 金額（百万円）

親会社の子会社 デリバティブ取引等 3

計 3

短期金銭債権 39,684百万円

長期金銭債権 30,747百万円

短期金銭債務 241,689百万円

長期金銭債務 511,472百万円

４．貸借対照表等に関する注記

(1）担保に供している資産及び担保に係る債務

①　担保に供している資産

（注）　上記の金額は貸借対照表計上額によっております。なお、上記担保資産の他に、借り入れた有価証券

28,512百万円を担保として差し入れております。

②　担保に係る債務

（注）　上記の金額は貸借対照表計上額によっております。

(2）差入有価証券及び受入有価証券

（注）上記(1)①担保に供している資産に属するものは除いております。

(3）有形固定資産の減価償却累計額　　　　　　　　　　　　 65,903百万円

(4）保証債務

(5）関係会社に対する金銭債権債務

(6）特別法上の準備金の計上を規定した法令の条項

金融商品取引責任準備金　金融商品取引法第46条の５第１項
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受入手数料 2,386百万円

トレーディング損益 6,111百万円

金融収益 321百万円

金融費用 10,236百万円

販売費・一般管理費 445百万円

５．損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

(1）営業取引

(2）営業取引以外の取引　　　　　　　　　　　　　　　　　2,743百万円

(1）当期末における発行済株式の数 810,200株

決議 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり配当額

（円）

2024年６月19日

定時株主総会
普通株式 57,186 70,583

計 57,186 70,583

６．株主資本等変動計算書に関する注記

(2）当期末における自己株式の数

　該当する事項はありません。

(3）当期中に行った剰余金の配当に関する事項

(4）当期の末日後に行う剰余金の配当（基準日が当期中のもの）に関する事項

　株主総会において、次の通り決議頂く予定です。

①　配当財産が金銭である場合における当該金銭の総額　　75,124百万円

②　配当財産が金銭以外の財産である場合における当該財産の帳簿価額

　該当する事項はありません。

(5）当期末における当社が発行している新株予約権の目的となる当社の株式の数

　該当する事項はありません。
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繰延税金資産

退職給付引当金 10,027百万円

減損損失 8,103

賞与引当金 5,905

資産除去債務 2,050

金融商品取引責任準備金 1,961

減価償却超過額 1,923

未払事業税等 1,392

商品有価証券・デリバティブ 399

投資有価証券評価損 348

その他 4,726

繰延税金資産小計 36,840

評価性引当額 △23,892

繰延税金資産合計 12,947

繰延税金負債

商品有価証券・デリバティブ 1,016

資産除去債務に対応する除去費用 717

その他有価証券評価差額金 629

その他 0

繰延税金負債合計 2,364

繰延税金資産の純額 10,582

７．税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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８．金融商品に関する注記

１．金融商品の状況に関する事項

(1）金融商品に対する取組方針

　当社は有価証券関連業を中核とする投資・金融サービス業を行っております。具体的には、有価証券及びデリバ

ティブ商品の売買等及び売買等の委託の媒介、有価証券の引受け及び売出し、有価証券の募集及び売出しの取扱

い、有価証券の私募の取扱い、その他有価証券関連業並びに金融業等を営んでおります。

　これらの業務において、当社では商品有価証券等、デリバティブ取引、投資有価証券等の金融資産・負債を保有

するほか、社債、ミディアム・ターム・ノート、金融機関借入、コマーシャル・ペーパー、コールマネー、現先取

引、レポ取引等による資金調達を行っております。資金調達を行う際には、ビジネスを継続する上で十分な流動性

を効率的かつ安定的に確保するという資金調達の基本方針の下、調達手段及び償還期限の多様化を図りながら、資

産と負債の適正なバランスの維持に努め、効率的かつ安定的な資金調達の実現を図っております。また、主に金利

スワップ及び通貨スワップ等を金融資産・負債に関する金利変動及び為替変動の影響をヘッジする目的で利用して

おります。

　当社では保有する金融資産・負債から生ずる様々なリスクをその特性に応じて適切に管理し、財務の健全性の維

持を図っております。

(2）金融商品の内容及びそのリスク

　当社はトレーディング業務において、①有価証券等（株券・ワラント、債券及び受益証券等）、有価証券担保貸

付金・借入金、信用取引資産・負債等、②株価指数先物・債券先物・金利先物及びこれらのオプション取引に代表

される取引所取引のデリバティブ商品、③金利スワップ及び通貨スワップ・先物外国為替取引・選択権付債券売

買・通貨オプション・FRA・有価証券店頭デリバティブ等の取引所取引以外のデリバティブ商品（店頭デリバティ

ブ取引）等の金融商品を保有しております。また、取引関係上の目的等で投資有価証券等の金融商品を保有してお

ります。

　これらの金融商品に内在する様々なリスクのうち、主要なものは市場リスクと信用リスクです。市場リスクと

は、株式・金利・為替・コモディティ等の市場で取引される商品の価格やレートが変化することによって、保有す

る金融商品又は金融取引により損失を被るリスク及び市場の流動性の著しい低下により市場における取引が成立せ

ず、又は著しく不利な条件での取引を余儀なくされることにより、損失を被るリスクを指します。また、信用リス

クとは、金融取引の取引先や保有する金融商品の発行体のデフォルト、あるいは信用力の変化等によって損失を被

るリスクを指します。これらの他、関連するリスクとしてモデルリスクがあります。モデルリスクとは、モデルの

開発、実装における誤り、又はモデルの誤用に起因して、損失を被るリスクを指します。

　なお、トレーディング業務において、顧客のニーズに対応するために行っている単独又は仕組債等に組込まれた

デリバティブ取引の中には、対象資産である株式・金利・為替・コモディティ等の変動並びにそれらの相関に対す

る変動率が大きいものや、複雑な変動をするものが含まれており、対象資産に比べたリスクが高くなっておりま

す。これらのデリバティブ取引は、貸借対照表のトレーディング商品等に含めており、また、時価変動による実

現・未実現の損益は、トレーディング損益として計上しております。

　また、当社は金融商品を保有するとともに、社債、ミディアム・ターム・ノート、金融機関借入、コマーシャ

ル・ペーパー、コールマネー、現先取引、レポ取引等による資金調達を行っており、流動性リスクに晒されており

ます。流動性リスクとは、市場環境の変化や当社の財務内容の悪化などにより資金繰りに支障をきたすリスク、あ

るいは通常よりも著しく高い調達コストを余儀なくされることにより損失を被るリスクを指します。

　当社では、デリバティブ市場における仲介業者及び最終利用者としてデリバティブ取引を利用しております。デ

リバティブ商品は顧客の様々な金融ニーズに対応するための必要不可欠な商品となっており、仲介業者として顧客

の要望に応じるために様々な形で金融商品を提供しております。例えば、顧客の保有する外国債券の為替リスクを

ヘッジするための先物外国為替取引や、社債発行時の金利リスクをヘッジするための金利スワップの提供等があり

ます。最終利用者としては、当社の金融資産・負債に係る金利リスクをヘッジするために金利スワップを利用し、

また、トレーディング・ポジションをヘッジするために各種先物取引、オプション取引等を利用しております。
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(3）金融商品に係るリスク管理体制

　当社はリスク管理の基本方針を定めた「リスク管理規程」を取締役会で決定しており、リスク管理の基本方針に

基づき、各業務のリスク特性や規模に応じたリスク管理を行っております。

①　トレーディング目的の金融商品に係るリスク管理

（ⅰ）市場リスクの管理

　当社のトレーディング業務では、財務状況や対象部門のビジネスプラン・予算等を勘案したうえで、VaR、

ポジション、感応度等に限度額を設定しております。当社のリスク管理部署では市場リスクの状況をモニタリ

ングし、経営陣に日次で報告しております。

　また、一定期間のデータに基づいて統計的仮定により算出したVaRの限界を補うべく、過去の大幅なマーケ

ット変動に基づくシナリオや、仮想的なストレスイベントに基づくシナリオを用いて、ストレステストを実施

しております。

＜市場リスクに係る定量的情報＞

　当社では、トレーディング商品に関するVaRの算定にあたって、ヒストリカル・シミュレーション法（保有

期間１日、信頼区間99％、観測期間520営業日）を採用しております。決算日における当社のトレーディング

業務のVaRは、全体で12億円であります。

　なお、当社では算出されたVaRと損益を比較するバックテスティングを実施し、モデルの有効性を検証して

おります。ただし、VaRは過去の相場変動をベースに統計的に算出しており、通常では考えられないほど市場

環境が激変する状況下においてはリスクを十分に捕捉できない場合があります。

（ⅱ）信用リスクの管理

　当社のトレーディング業務における信用リスクには取引先リスクと発行体リスクがあります。取引先リスク

については、当社が一取引先グループに対して許容できる与信相当額の上限を設定し、定期的にモニタリング

しています。また、マーケットメイクにより保有する金融商品の発行体リスクについては、リスク量をモニタ

リングしています。さらに、大口与信の影響についても定期的なモニタリングをしております。

　信用取引においては顧客への与信が発生しますが、担保として定められた委託保証金を徴求しております。

また、有価証券貸借取引については、取引先に対する与信枠を設定した上で、必要な担保を徴求するとともに

日々の値洗い等を通じて信用リスクの削減を図っております。

（ⅲ）モデルリスクの管理

　トレーディング商品の時価評価モデルは、モデルリスク管理体制のもと、検証・承認のプロセスを経て使用

されます。また、市場実勢の変化に伴い、市場動向に合うよう定期的にレビューを行っております。

②　トレーディング目的以外の金融商品に係るリスク管理

　当社はトレーディング業務以外に、取引関係上の目的等で投資有価証券等の金融商品を保有しております。取

引関係上の目的等の投資有価証券等は、関連規程等に定められた方針に基づき取得・売却の決定を行います。ま

た、定期的にリスクの状況をモニタリングしております。

＜市場リスクに係る定量的情報＞

　市場リスクの影響を受ける主たる金融資産は、取引関係上の目的で保有する「投資有価証券」であります。な

お、2025年３月31日現在、指標となる東証株価指数（TOPIX）等が10％変動したものと想定した場合には「投資

有価証券」の内、時価のある株式等において時価が１億円変動するものと把握しております。

　また、市場リスクの影響を受ける主たる金融負債は「社債」及び「長期借入金」であります。なお、2025年３

月31日現在、その他全てのリスク変数が一定であると仮定し、指標となる金利が10ベーシス・ポイント

（0.1％）変動したものと想定した場合、「社債」の時価が0.1億円、「長期借入金」の時価が19億円それぞれ変

動するものと把握しております。

- 11 -



レベル１の時価：

観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成

される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により

算定した時価

レベル２の時価：
観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以

外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価： 観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

③　流動性の管理

　当社は、多くの資産及び負債を用いる有価証券関連業務を中心としたビジネスを行っており、ビジネスを継続

する上で十分な流動性を効率的かつ安定的に確保することを資金調達の基本方針としております。

　当社の資金調達手段には、社債、ミディアム・ターム・ノート、金融機関借入、コマーシャル・ペーパー、コ

ールマネー等の無担保調達、現先取引、レポ取引等の有担保調達があり、これらの多様な調達手段を適切に組み

合わせることにより、効率的かつ安定的な資金調達の実現を図っております。

　財務の安定性という観点では、環境が大きく変動した場合においても、業務の継続に支障をきたすことのない

よう、平時から安定的に資金を確保するよう努めると同時に、危機発生等により、新規の資金調達及び既存資金

の再調達が困難となる場合も想定し、調達資金の償還期限及び調達先の分散を図っております。

　また、当社の親会社である大和証券グループ本社を中心とする大和証券グループでは、グループ全体での適正

な流動性確保という基本方針の下、大和証券グループ本社が一元的に資金の流動性の管理・モニタリングを行っ

ております。その中で当社は、一定期間無担保調達が行えない場合でも業務の継続が可能となるように、様々な

ストレスシナリオを想定したうえで、資金流出見込額をカバーする流動性ポートフォリオが保持されていること

を日次で確認しております。

　当社は、流動性リスクへの対応の一環として、コンティンジェンシー・ファンディング・プランを策定してお

ります。同プランは、信用力の低下等の内生的要因や金融市場の混乱等の外生的要因によるストレスの逼迫度に

応じた報告体制や資金調達手段の確保などの方針を定めており、これにより当社は機動的な対応により流動性を

確保する態勢を整備しております。

　当社のコンティンジェンシー・ファンディング・プランは、変動する金融環境に機動的に対応するため、定期

的な見直しを行っております。

(4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価の算定においては一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該

価額が変動することもあります。

２．金融商品の時価等及び時価のレベルごとの内訳等に関する事項

　事業年度末における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、市場価

格のない株式等及び企業会計基準適用指針第31号「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（以下、「時価算定会

計基準適用指針」という。）第24-16項の取扱いを適用した組合出資金等については、表には含めておりません

（(注)３に記載のとおりであります）。

　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類

しております。

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属する

レベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
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（単位：百万円）

時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

(1）トレーディング商品

①　商品有価証券等

株券・ワラント 121,587 254 1,335 123,176

国債・地方債等 1,773,175 315,557 － 2,088,733

社債 － 408,464 － 408,464

外国債券 17,041 420,629 3,352 441,024

受益証券 23,290 7,154 － 30,444

その他 － 233 1,894 2,128

②　デリバティブ取引

エクイティ 3,538 36,603 5,834 45,977

金利 41 2,152,913 3,850 2,156,804

通貨 － 512,672 8,280 520,953

クレジット・その他 － 58,661 4,090 62,752

(2）有価証券及び投資有価証券

その他有価証券

株券 2,660 － － 2,660

資産計 1,941,335 3,913,145 28,638 5,883,119

(1）トレーディング商品

①　商品有価証券等

株券・ワラント 145,933 162 － 146,096

国債・地方債等 2,664,933 206 － 2,665,140

外国債券 82,680 638 － 83,318

受益証券 11,960 － － 11,960

②　デリバティブ取引

エクイティ 8,980 32,411 2,624 44,016

金利 447 2,161,929 14,392 2,176,769

通貨 － 349,431 1,066 350,498

クレジット・その他 － 56,897 1,817 58,714

負債計 2,914,935 2,601,677 19,901 5,536,514

（1）時価で貸借対照表に計上している金融商品
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（単位：百万円）

時価
貸借対照表

計上額
差額

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

(1）社債 － 469,641 － 469,641 468,090 △1,551

(2）長期借入金 － 841,026 － 841,026 861,260 20,234

負債計 － 1,310,668 － 1,310,668 1,329,351 18,682

（2）時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

　なお、「現金・預金」「預託金」「約定見返勘定」「有価証券担保貸付金」「有価証券担保借入金」「短期貸

付金」「預り金」「短期借入金」「コマーシャル・ペーパー」「1年内償還予定の社債」等は、現金であること、

又は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似するものであることから、記載を省略しております。ま

た、以下の勘定科目は、その勘定の性質から短期間で決済されるとみなし、時価は帳簿価額と近似していること

から、記載を省略しております。

（ア）信用取引資産、信用取引負債

　信用取引資産は顧客の信用取引に伴う顧客への貸付金と証券金融会社への担保金であり、前者は顧客の意

思による反対売買等により決済が行われ、後者は貸借取引業務において値洗いされる担保金であることか

ら、短期間で決済されるとみなしております。

　信用取引負債は顧客の信用取引に伴う証券金融会社からの借入金と顧客の信用取引に係る有価証券の売付

代金相当額であり、前者は値洗いされ、後者は顧客の意思による反対売買等により決済が行われることか

ら、短期間で決済されるとみなしております。

（イ）短期差入保証金、受入保証金

　主としてデリバティブ取引における保証金であり、取引に応じて値洗いされる特性から、短期間で決済さ

れるとみなしております。
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（注）１　時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

(1) トレーディング商品

①　商品有価証券等

　株式等については、主たる取引所の最終価格又は最終気配値を時価としており、主にレベル１の時価に分類し

ております。

　債券については、主に類似の債券を含めた市場価格（当社店頭、ブローカースクリーン等）又は、市場価格情

報（売買参考統計値等）から指標金利との格差等を用いて合理的に算定される価格を時価としており、一部国債

等はレベル１の時価に分類し、それ以外はレベル２の時価に分類しております。ただし、レベル２の時価と分類

するのに必要な価格情報が得られない場合はレベル３の時価に分類しております。また、一部債券の時価につい

ては、デリバティブ取引と同様に価格算定モデルにより算定しております。観察可能なインプットのみを用いて

価格を算定している場合、若しくは観察できないインプットを用いて価格を算定していてもその影響が重要でな

い場合は、レベル２の時価に分類し、重要な観察できないインプットを用いて価格を算定している場合はレベル

３の時価に分類しております。

　上場投資信託については、主たる取引所の最終価格又は最終気配値を時価としており、主にレベル１の時価に

分類しております。非上場投資信託については、基準価額を時価としており、レベル２の時価に分類しておりま

す。

②　デリバティブ取引

　上場デリバティブ取引は、主に取引所の清算値価格又は証拠金算定基準価格を時価としており、レベル１の時

価に分類しております。ただし、上記価格が得られない場合や取引が頻繁に行われていない場合は、レベル２の

時価と分類しております。

　店頭デリバティブ取引については、金利スワップ、通貨スワップ、エクイティ・デリバティブ、クレジット・

デリバティブといった取引があります。時価の算定においては、市場で一般に用いられるリスク中立測度の仮定

のもとでの期待キャッシュ・フローの現在価値を、主に数値積分法、有限差分法及びモンテカルロ法による価格

算定モデルにより算定しております。価格算定モデルには、金利、為替レート、株価、ボラティリティ、相関係

数などの様々なインプットがあります。観察可能なインプットのみを用いて価格を算定している場合、若しくは

観察できないインプットを用いて価格を算定していてもその影響が重要でない場合は、レベル２の時価に分類

し、重要な観察できないインプットを用いて価格を算定している場合はレベル３の時価に分類しております。市

場で観察できないインプットとしては、長期のスワップ・レート、長期の通貨ベーシス、長期の株価ボラティリ

ティ、長期のクレジット・スプレッド及び相関係数があります。

　なお、店頭デリバティブ取引については、取引相手先及び当社の信用リスク相当額及び流動性リスク相当額を

必要に応じて時価に調整しております。

(2) 有価証券及び投資有価証券

　株式については、主たる取引所の最終価格又は最終気配値を時価としており、レベル１の時価に分類しておりま

す。

(3) 社債

　償還まで１年超の社債の時価について、市場価格（売買参考統計値等）が入手可能な場合には、その時価を市場

価格から算定しており、レベル２の時価に分類しております。市場価格が入手不可能な場合においても、発行時か

らの金利変動及び当社自身の信用スプレッドの変動相当額を、帳簿価額に調整することによって時価を算定してお

り、当社自身の信用スプレッドについては、直近の調達レート、自社発行の類似債券の市場価格水準等を参照して

いることから、レベル２の時価に分類しております。

(4) 長期借入金

　借入当初からの金利変動及び信用スプレッドの変動相当額を、帳簿価額に調整することによって時価を算定して

おり、当社自身の信用スプレッドについては、直近の調達レート、自社発行の類似債券の市場価格水準等を参照し

ていることから、レベル２の時価に分類しております。
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区分 評価技法
重要な観察できない

インプット
インプットの範囲

デリバティブ取引

リスク中立測度下での期

待キャッシュ・フロー・

ディスカウント・モデル

金利・為替 スワップ・レート 1.4－4.4%

通貨ベーシス △0.5－0.2%

エクイティ 株価ボラティリティ 19.2－21.4%

クレジット・その他 クレジット・スプレッド 0.1－2.7%

相関係数 △0.18－0.79

（単位：百万円）

商品有価証券等

（資産）

デリバティブ取引

（純額）
合計

期首残高 16,504 13,641 30,145

当事業年度の損益

損益に計上（※２） 957 △10,511 △9,554

購入、売却、発行及び決済

購入 21,122 △227 20,894

売却 △29,456 △67 △29,523

発行 － － －

決済 － 7,073 7,073

レベル３の時価への振替

（※１、※４）
2,087 － 2,087

レベル３の時価からの振替

（※１、※５）
△4,632 △7,753 △12,386

期末残高 6,582 2,155 8,737

当事業年度の損益に計上した額のう

ち貸借対照表において保有する金融

商品の評価損益（※３）

△509 △3,437 △3,947

（注）２　時価で貸借対照表に計上している金融商品のうちレベル３の時価に関する情報

(1) 重要な観察できないインプットに関する定量的情報

(2) 期首残高から期末残高への調整表、当事業年度の損益に認識した評価損益

　レベル３の時価をもって貸借対照表価額とする資産及び負債の内訳及び期中における変動は以下のとおりであり

ます。

　※１　レベル間の振替は期首時点で認識することとしております。

　※２　「商品有価証券等(資産)」、「デリバティブ取引(純額)」に係る損益は、「トレーディング損益」に含ま

れております。

　※３　レベル３金融商品に関しては、観察可能でないインプットのみでなく、観察可能なインプットの変動も評

価損益の一因となります。また、レベル３金融商品の多くは、他のレベル（レベル１、２）に分類されてい

る金融商品によって経済的にヘッジされておりますが、当該金融商品の損益については上記の表には含まれ

ておりません。

　※４　レベル１若しくはレベル２からレベル３への振替の理由は、一部の有価証券について相場価格が入手不能

となったため、又は、評価技法へのインプットが観察可能でなくなったためであります。

　※５　レベル３からレベル１若しくはレベル２への振替の理由は、一部の有価証券について相場価格が入手可能

となったため、又は、評価技法へのインプットが観察可能となったためであります。
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（単位；百万円）

時価 プラスの時価変動 マイナスの時価変動

デリバティブ 2,155 536 536

（単位：百万円）

区分 貸借対照表計上額

子会社株式及び関連会社株式

非上場株式　※１ 1,110

その他有価証券

非上場株式　※１ 1,288

組合出資金等　※２ 542

(3) 時価の評価プロセスの説明

　トレーディングを行う部署が保有する金融商品の時価について、当社が定める基本的方針に従って算定及び検証

が行われます。算定された結果は、算定に用いたインプットも含めて、トレーディングを行う部署から独立した部

署によって検証が行われます。

　当社では、時価の算定に用いる価格算定モデルについて承認を行うプロセスに関する指針を定めており、これに

従って、価格算定モデルの開発部署から独立した部署がモデル内の仮定及び技法について検証を行います。また、

価格算定モデルは観察可能な市場情報や代替可能なモデルとの比較分析等により、市場動向に合わせて調整する体

制を構築しています。

(4) 重要な観察できないインプットを変化させた場合の時価に対する影響に関する説明

　重要な観察できないインプットとしては、長期のスワップ・レート、長期の通貨ベーシス、長期の株価ボラティ

リティ、長期のクレジット・スプレッド及び相関係数があります。時価の算定において、金利の変動は期待キャッ

シュ・フローや割引率に影響し、クレジット・スプレッドの変動は倒産確率に影響します。ボラティリティについ

ては、ボラティリティが上昇（下落）するとオプション価値が増加（減少）します。相関係数は複数資産間の幅広

い組み合わせがあり、水準や変動の方向性もその組み合わせにより大きく異なる可能性があります。

　店頭デリバティブ取引の時価は年限毎や通貨毎に与えられる複数のインプットから算定され、市場が変動した場

合には、全てのインプットの影響額の合算として時価が増加若しくは減少します。また、各インプット変動の時価

への影響は取引毎の商品性によって決まります。レベル３に分類される金融商品の時価の算定に使用する観察可能

でないインプットは、各々が必ずしも独立したものではなく、他のインプットとの相関関係が存在する場合があり

ます。こうした関係の多くは、相関係数を通じて捕捉されており、複数資産間の幅広い相関係数の影響により、金

融商品の時価が増加又は減少します。

　商品区分ごとに合理的に起こり得る代替的な仮定を用いた場合のレベル３金融商品の時価に対する影響は以下の

とおりであり、前記(1)の重要な観察できないインプットの範囲を元に計算しています。

（注）３　当事業年度において、市場価格のない株式等（非上場株式等）並びに組合出資金等については次のとおりで

あり、資産(2)「その他有価証券」には含まれておりません。

　　※１　非上場株式については、市場価格がないことから「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業

会計基準適用指針第19号　2020年３月31日）第５項に基づき、時価開示の対象とはしておりません。

　　※２　組合出資金等については、時価算定会計基準適用指針第24-16項に基づき、時価開示の対象とはしており

ません。

- 17 -



９．持分法損益等

(1）関連会社に関する事項

　当社が有しているすべての関連会社は、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社であるた

め、記載を省略しております。

(2）開示対象特別目的会社に関する事項

開示対象特別目的会社の概要及び開示対象特別目的会社を利用した取引の概要等

　当社は、顧客の資金運用ニーズに応える目的で仕組債を販売しており、仕組債の組成に際し特別目的会社を利用

しております。この取引において、当社は、取得した債券をケイマン法人の特別目的会社に譲渡し、当該特別目的

会社は取得した債券を担保とする仕組債を発行しております。当該特別目的会社は６社でありますが、いずれの特

別目的会社についても、当社は議決権のある出資等は有しておらず、役員や従業員の派遣もありません。なお、当

期末における特別目的会社の債券等の発行額は790,607百万円であります。
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（単位：百万円）

報告セグメント

ウェルスマネジメント

本部（国内）

グローバル・マーケッツ

＆インベストメント・

バンキング部門（国内）

計

顧客との契約から生じる収益 198,681 78,421 277,102

受入手数料 198,681 78,421 277,102

委託手数料 40,993 21,041 62,034

引受け・売出し・特定投資家向

け売付け勧誘等の取扱手数料
11,974 31,224 43,198

募集・売出し・特定投資家向け

売付け勧誘等の取扱手数料
24,537 85 24,623

その他の受入手数料 121,175 26,070 147,245

10．収益認識に関する注記

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　当社では、幅広いサービスを提供しており、主な収益を以下のとおり認識しております。なお、重大な金融要素が

含まれる契約は含まれておりません。

　「委託手数料」においては、顧客と締結した取引約款・規定等に基づいて、売買執行サービス等を履行する義務を

負っております。当履行義務は、当社が注文を執行する都度充足されることから、約定時点（一時点）で収益を認識

しております。通常の支払期限について、履行義務の充足時点である約定日から概ね数営業日以内に支払いを受けて

おります。

　「引受け・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の手数料」においては、有価証券の発行会社等との契約に基づ

き、引受け・売出しに係るサービス等を履行する義務を負っております。当履行義務は、引受契約証券に係る引受け

の諸条件が決定し、引受ポジションとして市場リスクが計測できる要件が整った時点で充足されることから、条件決

定日等の当該業務の完了時（一時点）に収益を認識しております。通常の支払期限について、各履行義務の充足時点

から発行会社等への払込日又は受渡日等までに支払いを受けております。

　「募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱手数料」においては、有価証券の引受会社等との契約に基づ

き、募集・売出しに係るサービス等を履行する義務を負っております。当履行義務は、募集等の申し込みが完了した

時点で充足されることから、募集等申込日等の当該業務の完了時（一時点）に収益を認識しております。通常の支払

期限について、履行義務の充足時点である募集等申込日から払込日又は受渡日等までに支払いを受けております。

　「その他の受入手数料」には、様々なサービスに係る受入手数料が含まれておりますが、主な受入手数料は「代理

事務手数料」「M&A関連手数料」「投資顧問・取引等管理料」となります。

　「代理事務手数料」においては、主に投信委託会社等との契約に基づき、募集・販売の取扱い等に関する代理事務

を履行する義務を負っております。取引価格は投資信託の純資産等を参照して算定されます。当社が日々サービスを

提供すると同時に顧客により便益が費消され、当履行義務が充足されるため、一定期間にわたり収益を認識しており

ます。通常の支払期限について、多くの場合、投資信託等の決算日後から数営業日以内に支払いを受けております。

　「M&A関連手数料」においては、提案、助言、価格算定又は各種書類作成支援等含むアドバイザリーサービスを履

行する義務を負っております。取引価格は、固定報酬だけでなく成功報酬が設定される場合があり、対価の金額に変

動性がある場合があります。成功報酬が設定される場合の対価の金額は、通常、当社の影響力の及ばない様々な要因

の影響を非常に受けやすく、収益の著しい減額が発生しない可能性が高いと判断できないことから、当事業年度末ま

でに確定した報酬金額を取引価格に含めております。当該手数料においては、サービス提供完了時（一時点）に収益

を認識しております。通常の支払期限について、サービス提供完了日が属する月の翌月までに支払いを受けておりま

す。なお、当契約において将来のサービスに対する返金不要の前払報酬を受領した場合には、サービスを提供したと

きに収益を認識しております。

　「投資顧問・取引等管理料」においては、投資一任契約に基づき、資産運用管理サービスを履行する義務を負って
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（単位：百万円）

当事業年度

（2025年３月31日）

顧客との契約から生じた債権 19,437

契約負債 4,977

おります。取引価格は、契約資産残高の時価残高、ファンド純資産、超過パフォーマンス等を参照して算定されま

す。当社が日々サービスを提供すると同時に顧客により便益が費消され、当履行義務が充足されるため、一定期間に

わたり収益を認識しております。通常の支払期限について、報酬計算基準日から翌月末までに支払いを受けておりま

す。

３．当事業年度及び当事業年度の末日後の収益の金額を理解するための情報

(1) 契約資産及び契約負債の残高等

　契約残高の内訳は以下のとおりであります。顧客との契約から生じた債権及び契約負債は、貸借対照表上はそれ

ぞれ「未収収益」及び流動負債の「その他」に計上しております。なお、当社では、顧客から対価を受け取ってい

る（又は対価の金額の期限が到来している）もののうち、顧客に財又はサービスを移転する義務を履行するまでの

期間が１年を超える重要な取引はなく、期首現在の契約負債残高は当事業年度に収益として認識しております。ま

た、各会計期間において、過去の期間に充足（又は部分的に充足）した履行義務から認識した収益の金額に重要な

ものはありません。

(2) 残存履行義務に配分した取引価格

　当社では、当初の予想契約期間が１年を超える重要な取引はないため、残存履行義務に係る開示を省略しており

ます。また、顧客との契約における対価のうち取引価格に含まれない金額に重要なものはありません。
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（単位：百万円）

種類 会社等の名称
議決権等の
所有（被所
有）割合

関連当事者
との関係

取引の内容 取引金額 科目 期末残高

親会社 株式会社大和証券

グループ本社

被所有

直接

100％

資金の貸付等

資金の借入等

役員の兼任

資金の貸付

（注１）

－ 長期貸付金 30,000

利息の受取

（注１）

207

資金の借入

（注１）

117,532 短期借入金

長期借入金

未払費用

232,380

507,360

779利息の支払

（注１）

10,214

賃料等の受入

（注２）

2,731 前受金

受入保証金

161

4,112

　11．関連当事者との取引に関する注記

(1）親会社及び法人主要株主等

取引条件及び取引条件の決定方針等

（注１）　取引金額には、長期貸付金は貸付金額、短期借入金は月末平均残高、長期借入金は借入金額を記載しておりま

す。

　また、資金の借入については、市場金利を勘案して決定しております。

（注２）　賃料は当社所定の算定式に基づき決定しており、市場賃料等を勘案のうえ適宜見直しています。また、解約違

約金等その他の条件は交渉のうえ決定しております。
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（単位：百万円）

種類 会社等の名称
議決権等の
所有（被所
有）割合

関連当事者
との関係

取引の内容 取引金額 科目
期末
残高

親会社の

子会社

大和証券キャピタ

ル・マーケッツ　

ヨーロッパ　リミ

テッド

なし 証券取引等 資金の貸付

（注１，２）

－ 短期貸付金

未収収益

－

－

利息の受取

（注１）

2

有価証券の購

入、売却

（注１，３）

－ － －

デリバティブ

取引

（注１，３）

－ デリバティブ

取引（資産）

15,006

デリバティブ

取引（負債）

14,279

親会社の

子会社

大和証券キャピタ

ル・マーケッツア

メリカ　Inc.

なし 証券取引等 有価証券貸借

取引

（注１，３）

－ 有価証券担保

貸付金

有価証券担保

借入金

134,518

1,125,602

有価証券貸借

取引収益

（注１）

4,425

有価証券貸借

取引費用

（注１）

56,127

資金の貸付

（注１，２）

22,464 短期貸付金

未収収益

61,808

46

利息の受取

（注１）

227

有価証券の購

入、売却

（注１，３）

－ － －

デリバティブ

取引

（注１，３）

－ デリバティブ

取引（資産）

64

デリバティブ

取引（負債）

11

(2）兄弟会社等
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種類 会社等の名称
議決権等の
所有（被所
有）割合

関連当事者
との関係

取引の内容 取引金額 科目
期末
残高

親会社の

子会社

大和アセットマネ

ジメント株式会社

なし 投資信託に係

る事務代行

役員の兼任

投資信託の代

理事務手数料

等

（注４）

15,779 未収収益 3,663

親会社の

子会社

株式会社大和ネク

スト銀行

なし 証券取引等

銀行代理店業

務への報酬

役員の兼任

有価証券貸借

取引

（注１，３）

－ 有価証券担保 

貸付金

105,802

有価証券貸借

取引収益

（注１）

3,678

資金の借入

（注１，２）

15,000  短期借入金

 未払費用

30,000

20

利息の支払

（注１）

57

有価証券の購

入、売却

（注１，３）

－ － －

デリバティブ

取引

（注１，３）

－ デリバティブ

取引（資産）

351

デリバティブ

取引（負債）

3,064

銀行代理店報

酬

（注５）

14,216 未収収益 1,128

取引条件及び取引条件の決定方針等

（注１）　当該取引条件は、市場実勢を勘案して決定しております。

（注２）　取引金額には、貸付金の月末平均残高、借入金の月末平均残高を記載しております。

（注３）　反復的取引であるため取引金額の記載を省略しております。

（注４）　各投資信託の信託約款に基づいております。当社が受取る手数料は他の販売会社と同様に決定しております。

（注５）　当該取引条件は、預金金利等の市場実勢を勘案し、双方協議の上決定しております。

(3）役員及びその近親者等

　該当する事項はありません。

12．１株当たり情報に関する注記

(1）１株当たり純資産額　　　722,196円22銭

(2）１株当たり当期純利益 　　92,723円87銭
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地域 用途 減損損失（百万円）

東北、中部、近畿、九州 事業用資産等 584

合計 584

13．その他の注記

（減損損失に関する注記）

以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

資産のグルーピングは、管理会計上の区分に従い行っております。

処分の意思決定を行ったことに伴い、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失

に計上しております。

金額の内訳は、建物200百万円、土地358百万円、その他25百万円であります。

なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しており、鑑定評価額等により評価しております。
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〔 2024年４月１日から

2025年３月31日まで 〕

2024年度 附属明細書（計算書類関係）

大和証券株式会社



（単位：百万円）

区分 資産の種類 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高
減価償却
累計額

当期
償却額

差引期末
帳簿価額

有形

固定

資産

建物 79,234 2,710
1,320

(200)
80,623 53,391 2,273 27,231

器具備品 17,573 1,745 742 18,576 12,451 1,319 6,124

土地 17,106 －
442

(358)
16,664 － － 16,664

その他 117 358 358 117 59 7 57

計 114,031 4,814 2,864 115,981 65,903 3,600 50,078

無形

固定

資産

ソフトウェア 45,065 20,223 － － － 19,479 45,809

その他 32,253 28,020
21,243

(25)
－ － 9 39,020

計 77,319 48,244 21,243 － － 19,489 84,830

１．有形固定資産及び無形固定資産の明細

（注）「当期減少額」欄の（）は内書きで、減損損失の計上額であります。
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（単位：百万円）

区分 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
計上理由及び
額の算定方法

目的使用 その他

貸倒引当金 1,766 6 10 59 1,703 （注１）、（注２）参照

賞与引当金 16,292 20,233 16,292 － 20,233 （注１）参照

退職給付引当金 32,230 2,211 2,582 1 31,858 （注１）、（注３）参照

訴訟損失引当金 235 308 － 130 413 （注１）、（注３）参照

金融商品取引責任準備金 5,600 623 － － 6,224 （注１）参照

２．引当金の明細

（注１）　貸倒引当金、賞与引当金、退職給付引当金及び訴訟損失引当金の計上理由及び額の算定方法については個別

注記表の重要な会計方針に係る事項に関する注記に記載しております。金融商品取引責任準備金は、有価証

券の売買その他の取引又はデリバティブ取引に関して生じた事故による損失に備えるため、金融商品取引法

第46条の５及び金融商品取引業等に関する内閣府令第175条に定めるところにより算出した額を計上してお

ります。

（注２）　貸倒引当金の当期減少額の「その他」は、回収等による戻入額であります。

（注３）　退職給付引当金及び訴訟損失引当金の当期減少額の「その他」は、引当差額等であります。
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（単位：百万円）

科目 金額

取引関係費

支払手数料 21,716

取引所・協会費 2,486

通信・運送費 9,544

旅費・交通費 2,530

広告宣伝費 5,459

その他 1,759

小計 43,496

人件費

報酬・給料 75,693

退職給付費用 4,324

福利厚生費 13,634

賞与引当金繰入れ 20,233

その他 870

小計 114,755

不動産関係費

不動産費 15,262

器具・備品費 7,233

小計 22,495

事務費

事務委託費 57,829

事務用品費 731

小計 58,560

減価償却費 22,171

租税公課

事業税 3,602

事業所税 230

消費税 645

固定資産税 342

源泉所得税・住民税利子割 129

その他 25

小計 4,975

その他の販売管理費

購読費 262

水道光熱費 776

諸会費・会議費 137

寄付金 145

営業資料費・消耗品費 216

教育研修費 1,621

雑費 1,612

その他 21

小計 4,793

貸倒引当金繰入 －

計 271,248

３．販売費・一般管理費の明細
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〔 ２０２４年４月　１日から

２０２５年３月３１日まで 〕

２０２４年度　事業報告

（会社法第435条第２項の規定に基づく書類）

大和証券株式会社



（単位：百万円）

純営業収益 経常利益又は経常損失（△）

前期
（2023年度）

当期
（2024年度）

対前期
増減率

前期
（2023年度）

当期
（2024年度）

対前期
増減率

ウェルスマネジメント本部（国内） 202,956 225,703 11.2％ 57,284 66,879 16.8％

グローバル・マーケッツ＆インベス

トメント・バンキング部門（国内）
139,432 144,384 3.6％ 45,031 44,493 △1.2％

その他・調整等 △2,250 3,770 － △15,945 △5,739 －

合計 340,138 373,858 9.9％ 86,369 105,633 22.3％

１．会社の状況に関する重要な事項

　当期の営業収益は4,708億円（前期比15.6％増）となりました。受入手数料は総額で2,771億円（同14.1％増）、ト

レーディング損益が884億円（同7.0％増）となりました。金融収支は83億円（同43.2％減）、純営業収益は3,738億

円（同9.9％増）となっております。

　販売費・一般管理費は、人件費1,147億円（同10.4％増）、事務費585億円（同7.1％増）、取引関係費434億円（同

0.1％増）などにより、合計で2,712億円（同5.9％増）となりました。この結果、経常利益は1,056億円（同22.3％

増）となりました。

　これに特別損益、法人税等を加味した結果、当期純利益は751億円（同31.4％増）となりました。

　セグメント別の業績は以下のとおりであります。

［ウェルスマネジメント本部（国内）］

　ウェルスマネジメント本部（国内）は、主に個人や未上場法人のお客様に幅広い金融商品・サービスを提供して

おります。

　純営業収益は2,257億円（前期比11.2％増）、経常利益は668億円（同16.8％増）となりました。

［グローバル・マーケッツ＆インベストメント・バンキング部門（国内）］

　グローバル・マーケッツ＆インベストメント・バンキング部門（国内）は、グローバル・マーケッツとグローバ

ル・インベストメント・バンキングで構成されており、グローバル・マーケッツは、主に国内外の機関投資家や事

業法人、金融法人、公共法人等のお客様向けに、株式、債券・為替及びそれらの派生商品のセールスおよびトレー

ディングを行っております。グローバル・インベストメント・バンキングは、国内外における有価証券の引受け、

M&Aアドバイザリー等、多様なインベストメント・バンキング・サービスを提供しております。

　純営業収益は1,443億円（同3.6％増）、経常利益は444億円（同1.2％減）となりました。
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＜運用状況の概要＞

・当社では、当社の体制記載の項目について、規程、部室、制度等を整備済みであり、適切な運用を行ってい

る。また、全役職員を対象としたコンプライアンス研修や、新入社員や新任役職者に対する教育や啓発活動を

実施し、法令諸規則及び社内規程等の周知、コンプライアンス意識の向上と企業倫理の浸透を図っている。

・当期は、４回のリスクマネジメント会議を開催し、当社のリスクの状況等の把握に努めるとともに、５回の内

部監査会議を開催し、内部監査部門が実施した内部監査に関する報告を行った。さらに、内部監査部門は、財

務報告に係る内部統制の評価・検証を行い、経営会議への報告を行った。

＜運用状況の概要＞

・当社は、文書管理規程において、文書の種類に応じた保存期間を設定し、取締役の職務の執行について保存部

署の責任において適切に保存及び管理を行っている。

２．業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要

当社が取締役会において定めている業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要は次のとおりで

す。

（１）当社の取締役及び使用人並びに当社の子会社の取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合すること

を確保するための体制

①　コンプライアンス体制

・コンプライアンスの運営・管理・実践のための基本的事項としてコンプライアンス運営規程を制定し、コンプラ

イアンスを所管する部署としてコンプライアンス統括部、コンプライアンス第一部及びコンプライアンス第二部

を設置する。

・役職員の法令等遵守を目的として、倫理規程及び倫理行動規範を制定し、また、コンプライアンスに関する研修

を実施する。

・当社グループ（株式会社大和証券グループ本社及びその子会社をいう。以下同じ。）における法令・諸規則及び

諸規程に反する行為等を早期に発見し是正することを目的とし、内部通報制度（企業倫理ホットライン）を導入

する。

・法令等の遵守、企業倫理の確立、内部管理等に係る事項に関し、取締役会に付議提案すべき事項及び全般的方

針、具体的施策等につき審議決定を行うコンプライアンス会議を設置する。

・監査役は、コンプライアンス会議に出席し、説明を求め、また意見を述べることができる。

②　内部監査体制

・内部監査を当社の健全かつ適切な運営の確保を図るための重要な機能と位置付け、内部監査部を設置する。内部

監査部は、内部管理体制の適切性・有効性を評価・検証するとともに、業務の健全かつ適切な運営の確保に資す

る提言を行う。監査は、国内すべての本部各部室並びに海外支店等、法令等に抵触しない範囲での海外現地法人

及び連結対象子会社を対象とする。

・内部監査部は、期初に監査方針及びその計画を策定し内部監査会議の承認を得る。また、監査が終了したとき

は、代表取締役社長に監査結果を報告するとともに、内部監査会議等の会議体に報告する。

③　財務報告に係る内部統制

・財務計算に関する書類その他の情報の適正性を確保するために必要な体制の構築を図るため、財務報告に係る内

部統制に関する基本規程を制定する。

・経営会議は、財務報告に係る内部統制の重要事項につき審議決定する。

（２）当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

・取締役の職務執行に係る情報については、文書管理規程に従い適切に保存及び管理を行う。
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＜運用状況の概要＞

・当社は、リスク管理規程において、市場リスク・信用リスク・流動性リスク・オペレーショナルリスク・モデ

ルリスク・投資リスクを管理の対象とするリスクとして定めている。

・当期は、４回開催したリスクマネジメント会議において、各リスクを所管する部署が、当該リスクの管理態勢

及びリスクの状況等について報告を行い、リスク管理態勢及びリスクの状況等を適切に把握している。

＜運用状況の概要＞

・当社は、執行役員規程等に基づき、業務執行の効率性向上を目的として執行役員制度を採用し、また、取締役

会において審議される事項については、取締役会に先立ち、経営会議規程に基づき議論を行う等して、経営資

源の適正かつ合理的な配分を行っている。

・当期は、12回の経営会議と13回の取締役会を開催し、当社全体に影響を及ぼす重要事項について審議決定を行

い、当社の取締役及び当社の子会社の取締役等の職務の執行の妥当性、効率性の監督を行っている。

＜運用状況の概要＞

・当社は、子会社等の運営管理に関する規程等に基づき、当社子会社の重要な事項については当社取締役会にお

いて決議し報告を受ける等して、子会社の取締役等の職務の執行に係る事項を把握している。また、当社は、

経営関連情報管理規程を制定し、経営関連情報の発生を把握した場合には、直ちに親会社である株式会社大和

証券グループ本社へ報告する体制を整備している。

＜運用状況の概要＞

・当社は、監査役室を設置し、監査役会及び監査役の監査業務を補佐するために、監査方針及び監査計画の企

画・立案や、監査に必要な情報・資料の収集・整理・分析等を行っている。また、監査役室は、必要に応じて

追加調査等を行い、監査役会及び監査役の職務を補助している。

（３）当社及び子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

・証券業務におけるリスクを計数的に把握するとともに、適正な限度額の範囲で業務運営を図り、経営の健全性の

確保に資することを目的としてリスク管理規程を制定する。

・リスク管理全般に係る具体的基本方針並びに計画、施策等及びこれらに係る事項に関し取締役会に付議提案すべ

き事項について審議決定するリスクマネジメント会議を設置する。

・子会社の損失の危険を管理するため、リスク管理に関し子会社が当社に報告しなければならない事項等を定めた

子会社等の運営管理に関する規程を制定する。

（４）当社の取締役及び当社の子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

・取締役会は、業務執行の効率性向上を目的として執行役員を選任するとともに、執行役員の職務及びその管轄業

務を明確化するため執行役員規程を制定する。

・当社全体に影響を及ぼす重要事項については、取締役会及び経営会議において多面的な審議を経て意思決定を行

う。

・当社のグローバル業務を運営管理するための基本的事項について定め、その適切な運用によって業務の健全かつ

円滑な運営を図ることを目的として、グローバル・プロダクト部門業務の運営管理に関する規程を制定する。

・当社の子会社等に係る留意すべき基本的事項を定め、その適切な運用によって子会社等の健全かつ円滑な管理を

図ることを目的として、子会社等の運営管理に関する規程を制定する。

（５）当社の子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制その他の当社並びにその親会社及

び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

・当社の子会社の取締役等の職務の執行に係る事項のうち、当社の承認又は報告を要する事項を明確化するため、

子会社等の運営管理に関する規程を制定する。

・当社の属する企業集団における経営関連情報の適切な管理を目的として経営関連情報管理規程を制定し、法令開

示情報等を親会社である株式会社大和証券グループ本社へ報告する。

（６）当社の監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項

・監査役会及び監査役の業務を補佐する専任部室として監査役室を設置する。
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＜運用状況の概要＞

・当社は、監査役室を監査役直轄部室として設置し、監査役監査規程に基づき、監査役室の人事について、監査

役会又は常勤監査役の事前の同意を取得し、適切な員数を確保することにより、取締役からの独立性を確保し

ている。また、同規程に基づき、監査役室は各種会議等に出席することで広範な情報収集を図り、監査役から

の指示の実効性の確保に努めている。

＜運用状況の概要＞

・当社は、監査役等への報告に関する規程を定めることにより、取締役及び使用人に対し、内部通報を含む適宜

の方法により、当会社又は当社グループに著しい損害を及ぼすおそれのある事実を発見した場合や、当会社又

は当社グループの役職員が法令若しくは定款に違反する行為をし、又はするおそれがあると考えられるとき

は、当社の監査役会又は監査役に対し報告を行う義務を課し、監査役会又は監査役の要求がない場合であって

も報告を受ける体制を確保している。

＜運用状況の概要＞

・当社は、監査役等への報告に関する規程に基づき、前号の報告をした者が当該報告を行ったことに関して、解

雇、降格、減給、派遣契約の解除、交代等いかなる不利益を与えない体制を確保している。

（７）前号の使用人の当社の取締役からの独立性及び当社の監査役からの指示の実効性の確保に関する事項

・監査役室は、監査役会及び監査役直轄部室とする。

・取締役は、監査役会及び監査役の重要性を踏まえ、監査役室の人事（人事異動、評価等）、組織変更等につい

て、予め監査役会又は常勤監査役の同意を得なければならない。

・監査役会又は監査役は、監査役室に必要な知識・能力を備えた適切な員数を確保するよう、取締役に要請するこ

とができる。

・監査役室は、内部監査部をはじめとする各部署に対し監査役会又は監査役の調査・情報収集に関する協力体制の

確保を要請し、また、必要に応じ各種会議等へ出席することができる。

（８）当社の監査役への報告に関する体制

①　当社の取締役及び使用人が当社の監査役に報告をするための体制

監査役等への報告に関する規程において以下の事項を定める。

・当社の取締役及び使用人は、監査役会又は監査役に対し、内部通報を含む適宜の方法により、以下の報告を行

わなければならない。

イ．当社又は当社グループに著しい損害を及ぼすおそれがある事実を発見した場合は、直ちにその事実

ロ．当社又は当社グループの役職員が法令若しくは定款に違反する行為をし、又はこれらの行為をするおそれ

があると考えられるときは、その旨

ハ．当社の監査役会又は監査役が報告を求めた事項、その他監査上有用と判断される事項

②　当社の子会社の取締役、監査役及び使用人又はこれらの者から報告を受けた者が当社の監査役に報告をするため

の体制

当社の子会社の監査役等への報告に関する規程において以下の事項を定める。

・当社の子会社の取締役、監査役及び使用人又はこれらの者から報告を受けた者は、当社の監査役会又は監査役

に対し、内部通報を含む適宜の方法により、以下の報告を行わなければならない。

イ．子会社又は当社グループに著しい損害を及ぼすおそれのある事実を発見した場合は、直ちにその事実

ロ．子会社又は当社グループの役職員が法令若しくは定款に違反する行為をし、又はこれらの行為をするおそ

れがあると考えられるときは、その旨

ハ．当社の監査役会又は監査役が報告を求めた事項、その他監査上有用と判断される事項

（９）前号の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制

・前号の報告をした者は、当該報告を行ったことを理由として、解雇、降格、減給等のいかなる不利益も受けない

ものとする。その実効性を確保するため、当社及び子会社の監査役等への報告に関する規程において詳細を定め

る。
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＜運用状況の概要＞

・当社は、監査役監査規程に基づき、監査役会又は監査役の職務の執行により生ずる費用や利息の償還又は負担

した債務の弁済につき、監査役会又は監査役の職務の執行に必要でないことを証明したときを除き、これを適

正に負担している。

＜運用状況の概要＞

・当社の監査役は、監査役監査規程に基づき、経営会議等の重要な会議への出席、稟議書等重要書類の閲覧、及

び内部監査部による内部監査結果等の報告聴取により取締役の職務執行状況について情報収集を図るととも

に、会計監査人から会計監査の状況について定期的に報告を受けている。

・当社の監査役会は、監査役監査規程に基づき、内部監査に係る監査方針及び監査計画の策定等、内部監査に関

する重要な事項について同意を行い、内部監査部との連携強化を通じて監査役会又は監査役の監査の実効性の

確保に努めている。

（１０）当社の監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当該職務の執行について生ずる費

用又は債務の処理に係る方針に関する事項

監査役会又は監査役がその職務の執行（外部専門家の任用を含むが、それに限られない。）について当社に対し

て次に掲げる請求をしたときは、当社は、当該請求に係る費用又は債務が監査役会又は監査役の職務の執行に必

要でないことを証明した場合を除き、これを拒むことができない。

イ．費用の前払の請求

ロ．支出をした費用及び支出の日以後におけるその利息の償還の請求

ハ．負担した債務の債権者に対する弁済（当該債務が弁済期にない場合にあっては、相当の担保の提供）の請

求

（１１）その他当社の監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

・監査役は、リスクマネジメント会議、コンプライアンス会議及び内部監査会議に出席し、説明を求め意見を述べ

ることができる。また、その他重要会議へ出席することができる。

・監査役は、各リスクを所管する部署より当社のリスク管理態勢及びリスクの状況等について、また、内部監査部

より当社の内部監査の実施状況について定期的に報告を受ける。

・内部監査に係る監査方針及び監査計画、内部監査規程の改廃並びに内部監査担当の委嘱については、監査役会の

同意を得なければならない。

・監査役会又は監査役は、必要に応じ内部監査部等に調査を委嘱することができる。

・監査役は、会計監査人より当社の監査状況について定期的に報告を受ける。

・監査役会又は監査役は、業務執行部門から独立した外部専門家に監査業務を補助させることができる。
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３．会計監査人に関する事項

（１）会計監査人の名称

有限責任 あずさ監査法人

（２）会計監査人が現に業務の停止の処分を受け、その停止の期間を経過しない者であるときの、当該処分に係る事項

該当事項はありません。

（３）会計監査人が過去２年間に業務の停止の処分を受けた者である場合における当該処分に係る事項のうち、当社が事

業報告の内容とすることが適切であるものと判断した事項

該当事項はありません。

（４）会計監査人と当社との間で会社法第427条第１項の契約を締結しているときの、当該契約の内容の概要

該当事項はありません。

（５）当期中に辞任した会計監査人又は解任された会計監査人（株主総会の決議によって解任されたものを除く。）があ

るときの、会計監査人の名称等

該当する事項はありません。

（６）会社法第459条第１項の規定による定款の定めがあるときの、当該定款の定めにより取締役会に与えられた権限の

行使に関する方針

該当する事項はありません。

４．親会社等との取引に関する事項

（１）当社と当社の親会社等との取引をするにあたり当社の利益を害さないように留意した事項

当社の親会社は、株式会社大和証券グループ本社で、同社は当社の議決権の100％（株式数810,200株）を保有して

います。当社は、親会社から資金の借入を行っています。

当該借入の取引条件等については、市場実勢を勘案して他の取引条件と同等の水準となるよう検討し、決定してい

ます。

（２）当該取引が当社の利益を害さないかどうかについての取締役会の判断及びその理由

当社の親会社からの借入条件については、取締役会で予め市場実勢を勘案して上限を定めているため、当社の利益

を害さないと判断しております。なお、具体的な取引条件等については、担当役員に委任しています。また、取締

役会は、原則として一年に一度以上、資金調達に関する状況を報告されています。

（３）取締役会の判断が社外取締役の意見と異なる場合の当該意見

当社は、社外取締役を置いていないため、該当する事項はありません。

以　上
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大和証券株式会社
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会社法施行規則第128条の規定に基づく事業報告の内容を補足する重要な事項はありません。 

 

 

以 上 



 監 査 報 告  
 

 当監査役会は、2024 年 4 月 1 日から 2025 年 3 月 31 日までの第 33 期事業年度における取締役の

職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、

以下のとおり報告いたします。 
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容 
（1） 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果につい

て報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必

要に応じて説明を求めました。 
（2） 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査規程に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、

取締役、内部統制部門その他の使用人及び親会社の監査委員等と意思疎通を図り、情報の収集及

び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施いたしました。 
①取締役会及び経営会議その他の重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行

状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主

要な事業所における業務及び財産の状況を調査いたしました。 
②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するた

めの体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第

100 条第 1 項及び第 3 項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づ

き整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び

運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。 
③事業報告に記載されている会社法施行規則第 118条第 5号イの留意した事項及び同号ロの判断

及び理由については、取締役会その他における審議の状況等を踏まえ、その内容について検討

を加えました。 
④会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証すると

ともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めま

した。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会

社計算規則第 131 条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議会）

等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。 
 
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書並びに計算書類（貸借

対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検討

いたしました。 
 
２．監査の結果 
（1） 事業報告等の監査結果 

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと

認めます。 
②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認め

られません。 
③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制

システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は

認められません。 
④事業報告に記載されている親会社等との取引について、当該取引をするに当たり当社の利益を

害さないように留意した事項及び当該取引が当社の利益を害さないかどうかについての取締

役会の判断及びその理由について、指摘すべき事項は認められません。 
（2） 計算書類及びその附属明細書の監査結果 

会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。 
 
 
 



 
2025 年 5 月 9 日 

大和証券株式会社  監査役会  

監査役（常勤） 平井 克弥 ㊞ 

監査役 花岡 幸子 ㊞ 

監査役 中江 公人 ㊞ 

 
 
（注１）監査役白鳥賢一については、やむを得ない事情により、監査報告書に電子署名を得ることは

できない。 

（注 2）監査役中江公人は、会社法第 2 条第 16 号及び第 335 条第 3 項に定める社外監査役でありま

す。 

 
 



 

 
 
 

独立監査人の監査報告書 
 

大和証券株式会社 
 

 

第33期 

自 2024 年 ４ 月 １ 日 

至 2025 年 ３ 月 31 日 
 

有限責任 あずさ監査法人 

2025年５月 
監査報告書 ２頁を含む 

監査対象計算書類等 29頁を含む 
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本監査報告書（電子署名が付されているものを含む。）については、法令等に基づき利用す

る場合及び行政又は司法機関の命令若しくは要請等に応じる場合を除き、当監査法人が指

定する事前の書面による承諾なく、Web掲載を含む転載等又は第三者に対して報告書等の

全部若しくは一部を問わず開示、引用、要約、翻訳、言及若しくは配布してはならない。 



 

独立監査人の監査報告書 

2025 年５月９日 

大和証券株式会社 

取締役会 御中 

 

有限責任 あずさ監査法人 

東京事務所 

指定有限責任社員 

業 務 執 行 社 員 
公認会計士 田 中  賢 二 

指定有限責任社員 

業 務 執 行 社 員 
公認会計士 松 田  好 弘 

指定有限責任社員 

業 務 執 行 社 員 
公認会計士 渡 部  啓 太 

監査意見 

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、大和証券株式会社の2024年４月１

日から2025年３月31日までの第33期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株

主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について

監査を行った。 

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基

準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正

に表示しているものと認める。 

監査意見の根拠 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。

監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎とな

る十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。 

その他の記載内容 

その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容

を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロ

セスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。 

当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監

査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。 

計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程におい

て、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違が

あるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの

兆候があるかどうか注意を払うことにある。 

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合に

は、その事実を報告することが求められている。 

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。 



 

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書

類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計

算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ

とが含まれる。 

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成すること

が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基

づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。 

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を

監視することにある。 

計算書類等の監査における監査人の責任 

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬に

よる重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場

から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可

能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見

込まれる場合に、重要性があると判断される。 

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。 

・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに

対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、

意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。 

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監

査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関

連する内部統制を検討する。 

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上

の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。 

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手し

た監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して

重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が

認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要

な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項

付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証

拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性

がある。 

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基

準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内

容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。 

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程

で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められてい

るその他の事項について報告を行う。 

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。 

以 上 


